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ＳＡ・ＰＡでの留意点

車で出かけるときは駐車場を利用することがしばしばありますが、駐車場は隠れた事故多発場所とも言わ

れています。そこで今回は、特に高速道路のサービスエリアやパーキングエリア（以下、「ＳＡ・ＰＡ」と

言います。）、行楽地や観光地の駐車場、スーパーマーケット等の商業施設の立体駐車場における事故防止

のための留意点をまとめてみました。

本線車道から場内に入る時は減速する

　高速道路の本線車道走行中の速度感覚のままで場内に

進入すると危険なため、十分に減速し、スピードメータ

などで実際の走行速度を確認しましょう。先行車の急減速・

急停止に備え、先行車との車間距離も十分に保持し、場

内走行時は徐行しましょう。

他車だけでなく歩行者の動きにも注意する

 場内では、ドライバーは駐車スペースを探しながら運転

しがちになり、そのため周囲の状況に対する注意が薄れ

てしまうことがあります。ＳＡ・ＰＡの利用時間は比較

的短いことから頻繁に車が出入りし、場内は子どもから

高齢者まで幅広い年齢層の人が歩いており、中には走っ

てトイレに向かう人の姿も見られます。しかも、駐車車

両が死角を作って発見が遅れることがありますから、先

行車や発進しようとする車だけでなく、歩行者の動きに

も十分に注意しましょう。また、自車の存在を他車や歩

行者が視認できるよう、早めにヘッドライトを点灯しま

しょう。

車種に応じた駐車区分を守る

　駐車スペースが「普通車」「大型車」「二輪車」など

車種に応じて区分されている場所も少なくありません。

特に大型トラックなどの大型車は、大型車用スぺースに

しか駐車できませんから、それ以外の車が駐車してしま

うと、駐車場所を失い、休憩が取れなくなるおそれがあ

ります。車種に応じた正しい場所に駐車しましょう。

駐車時はパーキングブレーキをかける

　場所によっては、一見、路面が平坦なように思えても

実際には傾斜していることがあります。確実に停止状態

を保つために、駐車時はギアを「Ｐ」レンジに入れるだ

けでなく、必ずパーキングブレーキもかけるようにしま

しょう。

※パーキングブレーキには、レバー式の他、
　足踏み式や電動式などがあります。
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※イラストの二次利用はご遠慮願います
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行楽地・観光地の駐車場での留意点

特に団体観光客の動きに注意する

逆走する車があるかもしれないと考えておく

　行楽地や観光地の駐車場は、一般車両のほかに観光バ

スが多いという特徴があります。バスを降りた観光客は

団体で行動することもあって、自分で安全を確認すると

いう意識が薄らいでいるおそれがあります。場内では徐

行するとともに、特に団体観光客の動きには十分に注意

を払いましょう。

商業施設の立体駐車場での留意点

徐行し歩行者の動きに注意する

　立体駐車場は、死角が多いことに加えて、屋内になる

ことから、一般に屋外の駐車場に比べて暗くなります。

他車や歩行者が自車を視認できるよう早めにヘッドライ

トを点灯するともに、場内は徐行しましょう。特に立体

駐車場のエレベータや店舗への出入口付近は、歩行者の

出入りが多くなりますから、十分な注意が必要です。また、

子どもは駐車車両の死角に入りやすいので、歩行者を見

かけたときは子どもが隠れているかもしれないと予測し

ましょう。

整備されていない駐車場では駐車方法などに注意する

　行楽シーズンには、臨時の駐車場が設けられる場合も

よくありますが、その中には車止めや区画線がなく、路

面もあまり整備されていない駐車場も見られます。そう

した駐車場を利用する場合は、他の車や歩行者の動きだ

けでなく路面の凹凸などにも注意しましょう。また、駐

車する際は、側方や後方の駐車車両との間隔が十分か、

車両が斜めになっていないかなどにも注意しましょう。

駐車する際に少しでも不安があるときは、躊躇すること

なく降車して駐車先や隣接車両との間隔を自分の目で確

認し、同乗者がいる場合は、車を降りて誘導してもらう

のも良い方法です。

　立体駐車場の多くは、入口と出口が分かれている一方

通行路になっていますが、初めて利用するような不慣れ

なドライバーの中には、誤って逆走するケースも見られ

ます。逆走車などあるはずがないと思い込んで漫然と走

行していると、いざ逆走車と出合った時にあわててしまい、

適切な措置がとれないおそれがあります。逆走車のこと

も念頭に置きつつ、前方の状況に注意して進行しましょう。

イラスト3

団体観光客がぞろぞろ歩いている場面

イラスト4
区画線もない臨時の駐車場で、下車し
て駐車車両の間隔を確認している場面
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親子連れが歩いている
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立体駐車場

自車はライトを点灯している
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